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• オープンデザイン 
―開放角度270度、開放部高さ44cm、柱の位置を左右非対
称に配置し、患者さんの開放感を高めた。 
• MRI下でのIVR 
―穿刺・生検・低侵襲治療などのインターベンションMRIが
可能となった。 
• 新規アプリケーション 
―MRスペクトロスコピー 
―計測空間を放射状に操作するRADAR(Radial Acquisition 
Regime)撮像により呼吸や血流などの動きによる画像歪を
抑えることができる。 
• カスタマーサポート 
―高速インターネット回線を使用したSentinelカスタマーサー
ビスを提供 
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